
熱可塑長尺プロファイル製造用連続成形機です。TAW自動溶着機で
製作した角度UDロールやUDロール(0 度)を、個別張力制御可能な
クリールに搭載し、プレス機へ連続的に投入。プリフォーム、加熱、
プレス、冷却と流れ、連続的に成形し長尺プロファイルを製造します。
角度UDロールを使用することで、自由な積層構成が可能になります。

TFL型ファイバー積層機は複雑な形状に高精
度で積層可能なロボットAFPシステムです。
多数の細幅スリットテープを個別に制御する
ことにより高生産性を維持しながらも、ヘッ
ドを小型化することに成功し、これまでは適
用が難しかったチャンネル部材などの複雑な
形状にも適用が可能です。
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システムにはロボット用走行軸やポジショナを組み合わせることが可能で
す。ポジショナの駆動には津田駒製のロータリーテーブルを採用しボールド
ライブによる高速・高精度位置決めを実現しています。

材料は熱硬化性のスリットテープで、クリールには16本(標準)のトウを搭載
し、繊維機械で培われた張力制御技術により最適な状態で材料を送り出し
ます。スリットトウは津田駒のプリプレグスリッターで製造が可能です。

この成果は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の委託業務の結果得られたものです。

装置は2工程に分かれており、カット装置では
熱可塑UDテープを45度や90度に高精度でカッ
トします。角度UDロールのエッジアライメント
に関わる重要な工程です。溶着装置では45度や
90度などの角度UDロールを製造します。カット
装置でピースカットされた基材をロボットとカメ
ラで精密に位置を合わせ、エッジ同士を溶着。
PEEKなどの高温融点樹脂マトリクス材料にも対
応しています。


